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脱使い捨てプラスチックボトルの取り組み
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2009年からのICC調査による香川県での

ビーチクリーンアップでわかってきたこと。

１．カキ養殖用パイプ

２．ペットボトル

３．ペットボトルキャップ

４．食品の包装、袋

５．食品容器（プラスティック）

（破片化されたものを除く）

・河川を通じて「まち」からやってきた生活ごみが多い。

・回収促進だけでは解決しない。

・レジ袋を使わない、ペットボトル飲料を買わないなど、生活インパクト

少ない取り組みから実践し、ライフスタイル転換することが重要。
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企業ノベルティなどに
マイボトルを導入してもらい、
マイボトルを
持ち歩くことをかっこいいと
思ってもらう。

→ 特に夏場。昼ごろに
水切れがおきる
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お昼のタイミングでお腹も満タン。

マイボトルも満タン。
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読売新聞 朝刊 2018年10月11日（木） 掲載
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海ごみゼロアワード 2019

うどん県からはじめる脱使い捨てプラスチックボトルの取り組み

オアシスマップ http://www.archipelago.or.jp/scf/oasismap/detail/

オアシスマップやお湯を補給できるスポットは42カ所（2019年5月）
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ステッカー ポスター
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うどん店「ひさ枝」

オアシススポットの事例

入り口のステッカーでアピール

ゲストハウス&カフェ「Kinco.」

既存の給水器でマイボトルに補給

入り口のステッカーでアピール カフェのスタッフが汲んでくれる
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2017年～2019年の海ごみ調査・クリーンアップの様子

2019年2月11日 瀬戸内海国立公園 屋島「長崎の

鼻」

清掃前 清掃後

集まった90袋のごみうち、50袋はペットボトル
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2017年～2019年の海ごみ調査・クリーンアップの様子

ICC調査に基づく香川県の海ごみの実態

ICC調査：国際海岸クリーンップ。世界共通のデータカードを使用し、

品目別個数を調査する方法。

海ごみのお話、ビーチコーミングで楽しむ海のお宝紹介

クリーンアップの後は、地元食材を使って地元の人が料理した「里海ランチ」
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第3回 浦島（積）
2017年12月3日
（日）

第5回 つたじま
2018年5月27日
（日）

第2回 男木島
2017年9月23日
（土）

第4回 小豆島
2018年3月24日
（土）

第7回 中津海岸
2018年12月2日
（日）

第8回 屋島
2019年2月11日（祝･
月）

第6回 津田
2018年10月28日
（日）

第1回 田の浦
2017年5月27日（日）

2017年～2019年の海ごみ調査・クリーンアップの場所
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